
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢

(火)、所沢西(火)、所沢東(木)、所沢中央(月) 

 

 

          

第 1268 回 ( 5 月 14 日) 例会の記録 

点  鐘  柴田譲会長 

合  唱  四つのテスト 

第２副ＳＡＡ  高田会員 若松会員 

 

出席報告 出席向上委員会 < 小幡直樹 委員長 > 

会員数 出席者数 出席率 

23名 17名 94.44 ％ 

 

 

 

柴田 譲 会長 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月から 5月の始めにかけて数回の例会での“会長の

時間”にお話ししたように、世界の人々が日本を「世

界に最も良い影響を与えている国」と評価しています。

にもかかわらず多くの日本人はこの評価を知りません。

マスコミと教育の偏向がその最大の原因と思いますが、

ではなぜなのでしょうか。 

 

1945年（昭和 20年）の敗戦がすべての根源なので

す。 

日本は戦争に敗れ、歴史上初めて外国の占領を受

けました。そして東京裁判が行われました。 

近代法を学ぶ人間が最初に学ぶ常識中の常識は

「事後法による裁判の禁止」です。 

事後法というのは「事件」のあとの法律を作ってそれ

で人を裁くこと。つまり「後出しジャンケン」であり完全

なルール違反なのです。言うまでもなくこんな裁判は

無効です。 

第二次世界大戦、あるいは日中戦争では数百万人の

犠牲者が出ましが、そのうち日本の責任でもあるもの

も勿論あります。ただ、その罪を論じるにあたって、勝

者の一方的で不公正な裁判の結果を絶対視として基

準にするのはおかしいと言っているのです。 

例えば、東京裁判のために作られた「事後法」の中に

は「人道に対する罪」というのがありますが、広島・長

崎への原爆投下や東京大空襲など非戦斗員（一般

市民）に対する虐殺行為は全く問題にされていませ

ん。それを守らなかったアメリカが「裁判員」の一員と

して日本を裁いています。 

また、歴史教育の面でいうなら世界で初めて「人種的

差別撤廃」の国際連盟に提案したのはどこの国かご

存じでしょうか？それは「日本」でありました。 

1919年、当時の国連に提案し多数の賛成を得ました

がアメリカの横槍で見送られました。 

また、日本と戦い、後に日本国占領軍総司令官にな

ったアメリカのダグラス・マッカーサー将軍は、1951年

（昭和 26年）アメリカの上院外交委員会で「日本が戦

争に飛びこんでいった動機は、大部分が日本の安全

保障の必要に迫られてのことだった」と証言していま

す。「侵略」ではなく「自衛」だったということを直接日

本と戦い多くの部下を失った「敵の大将」が認めてい

るのです。 

「日本だけがすべて悪い」のではない。勿論「すべて

正しい」のでもない。 

だから私達は、本当に公平に判断するために明治以

降の日清、日露、第一次大戦、第二次大戦での数々

のエピソードをもっともっと広く国民に知らされるように

なるべきだと思います。 

  ＲＩ会長     ホルガー・クナーク 

          ＲＩテーマ 『ロータリーは機会の扉を開く』 
 地区ガバナー 相原 茂吉 

        地区テーマ 『Let’s make fellows！』『友達をつくろう！』 
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〔例会場〕ニックス 〒350-1305 狭山市入間川 4-25-3 TEL 04-2954-9595 
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 会長 柴田譲    会長ｴﾚｸﾄ 菊田邦彦    副会長 寳積英彦    幹事 佐々木康 

 

 

会長の時間 

[第 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ例会日: 新狭山○月 入間○木入間南○火 飯能○水 日高○火 狭山中央○火 所沢○火 新所沢○火 所沢西○火 所沢東○木 所沢中央○月］ 

 



 

 

< 寳積英彦 副会長 > 

国際ロータリー第2570地区第3グループガバナー補佐 

西澤長次 様 （新狭山 RC） 

 
本日は最後の補佐訪問にお伺いいたしました。 

私のガバナー補佐年度のスタートですが、新型コロナ

は現在も猛威をふるってますが、新型コロナの影響で

補佐訪問と公式訪問をどのようにしたら良いのか悩ま

されました。Web で行うか、それとも中止とするか等を、

相原ガバナー様と各グループのガバナー補佐と何度

も打合せを行いました。 

昨年 4月 26日の地区研修協議会、そして 2月 20日

の第 3グループ IM も開催ギリギリまで計画をしており

ましたが中止となってしまいました。 

コロナ禍、情報を交換しながらこの試練を乗り越え、

何とか「会長・幹事会議」、そして補佐訪問と公式訪問

を無事終了することが出来そうです。 

また、「会長・幹事会議」6回のうち 2回は「Web会議」

を行いました。本当に初めての「Web会議」でしたが、

その際は柴田会長様、佐々木事様には、ご参加頂き

誠に有り難うございました。 

残るは、6月 18日の現･新会長幹事会で次年度引継

ぎを兼ねた会議を行いまして、私の補佐としての活動

が終わりとなります。 

 

最後となりますが、この度は、ガバナー補佐という大

役を背負い各クラブを訪問するなど夢にも思いもしま

せんでした。  

第 3グループの 11のクラブを訪問させていただき、他

のクラブの皆様とも知り合う事ができました。 

全く知らなかった人達とロータリアンであるというだけ

で旧知の友の様に親しくなれる、とても光栄であり、こ

れこそが正しく、ロータリーの宝だと思っております。 

今日まで勉強させて頂いた事は私自身にとって実に

大きな経験となりました。 

特に今期は会長･幹事様に大変お世話になった事と、

ともに事務局の新岡様からは週報を送って頂き、私も

勉強をさせて頂きました。狭山中央ロータリークラブ様

の素晴らしい事務局様に改めて感謝をしております。 

本当に 1年間、大変お世話になりました。有り難うござ

いました。 

次年度、私は、地区研修委員会で副委員長という担

当でお世話になりますが、今後とも宜しくお願いを申

し上げお礼のご挨拶とさせて頂きます。 

 

 < 佐々木康 幹事 > 

・6月のプログラムが理事会で承認 

 

受贈会報 

・所沢中央ＲＣ 

 

回  覧 

・バギオだより 

・所沢東 RC 所沢 RCより「例会変更のお知らせ」 

 

 

 

 

 

 

大野裕一 会員 
社会福祉法人至福の会 本部長 

- 2021年 4月 9日入会 – 

 

 

大学卒業後 幼児教室の運営や教育図書、教材

を出版している会社に勤め、主に幼児向け英語教

室の運営や教材の販売に携わりました。20 年前の

営業スタイルでしたので、在宅への訪問営業が主

体でなかなか厳しい営業を経験することができまし

た。 

その後 祖母の介護の手伝いをきっかけに埼玉を

幹事報告 本日のお客様 



拠点として展開している民間介護の企業に転職を

しました。主に認知症対応型共同生活介護（グル

ープホーム）と特定施設入居者生活介護（有料老

人ホーム）を中心とした事業に加え在宅介護全般

を手掛ける会社でした。介護保険制度が施行され

た当初は施設数も少なく、介護施設を立ち上げると

すぐに入居者が集まるという景気のいい時代があり

ました。ところが私が入職した 2006 年には介護保

険制度の改定により、地域密着型サービスが創設

されたことで、今まで地域問わず入居ができていた

グループホームが、住所地の施設しか使えなくなっ

てしまいました。これにより、当時 40 施設程展開し

ていた会社の経営状況は月 1,000 万を超える赤字

が出ていました。このことを知ったのは入職して1週

間たったころでしたが、当時の社長が打ち出した方

針として、「介護施設も待つだけではなく営業をし

て選ばれるようにならなければならない！」とのこと

から営業部を立ち上げ、私を含めて 4名、介護のこ

とは詳しいけれど、営業のことはわからない 3 人と

介護のことはわからないけれど営業経験のある私と

いう組み合わせで、介護業界では定着していなか

った営業活動を開始しました。業界に営業の概念

が無かった当時は、どんな営業方針を打ち出して

も否定や反論ばかりを言う責任者たちに苦労しまし

たが、ちょうど新規開設の施設がありましたので、そ

こを自由に営業させていただくことになり、責任者

たちの期待を裏切って開設前に満床にすることが

できました。その後も営業全般を任せていただき、

約 9 年在籍しましたが、事業所数は入社当時の約

5倍の200事業

所まで増え、介

護事業所の開

設から運営と

自身の成長に

繋がる経験をさ

せていただきま

した。 

その後 ご縁があり、医療法人尚寿会でお世話に

なりながら医療法人のことを勉強させていただき、

特養の開設も経験させていただきました。 

そして 2 年半前に結婚を期に社会福祉法人至福

の会へ転職させていただき現在に至ります。 

社会福祉法人では、保育園の園長も経験させてい

ただき、保育は初めてのことが多く苦労もしました

が、基本的なマネジメントは企業も医療法人も社会

福祉法人も大差はありません。 

最近では 他法人のマネジメントのお手伝いや企

業の営業職へのアドバイスなどのお声がけもいた

だき、それぞれの法人格で学べたことを活かすこと

ができるようになりました。このロータリーでも新たな

学びを見つけていきたいと期待しています。今後と

もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

国際ロータリー第 2570地区第 3グループ 

ガバナー補佐 西澤長次様 

          最後の補佐訪問になります。１年間大

変お世話になりました。次年度は地区

研修委員会でお世話になります。今後

とも宜しくお願い致します。 

柴田君  第 3グループ西澤ガバナー補佐様、1

年間ありがとうございました。来年度

も引き続き地区の方で頑張って下さい。 

佐々木君 ガバナー補佐西澤様、3度目のガバナ

ー補佐訪問ありがとうございます。ご

指導のほどよろしくお願い致します。 

浜野君  大野裕一会員、イニシエーションスピ

ーチ宜しくお願い致します。これから

も末長く宜しくお願い致します。 

寳積君  あたたかくなりマスクが煩わしい季節

になりました。気候の良い中、早く旅

行にでも行きたいですね。本日は大野

会員イニシエーションスピーチたのし

みにしております。 

菊田君  国際ロータリー第 2570地区第 3グルー

プガバナー補佐西澤長次様、ようこそ

いらっしゃいました。1年間お疲れ様、

そして又コロナ影響の中大変にご苦労

様でした。 

小島君  第三グループガバナー補佐西澤長次様、 

     本日はご指導宜しくお願いいたします。

イニシエーションスピーチの大野会員、

お話し楽しみにしておりました。 

佐々谷君 コロナにまけず皆さま方の健康を祈っ

て、例会が出来る事に感謝します。 

渡邉君  ガバナー補佐西澤長次様、当ＲＣにお

越し頂き有難うございます。どうぞ宜

しくお願い致します。大野裕一会員、

本日のイニシエーションスピーチを楽

しみにしておりました。どうぞ宜しく

お願い致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

        

 

        
    
 

◆ 次の例会 ◆ 

5 月 28 日（金） 例会取り止め 

 

6 月 4 日（金）  第 2 副ＳＡＡ： 浜野会員 稲見会員 

              外 来 卓 話： 井上スパイス工業㈱ 会長 井上和人様 

              新旧合同定例理事会（例会終了後） 

 

6 月 11 日（金） 第 2 副ＳＡＡ： 小林会員 栗原会員 


